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■経歴
　立命館大学法学部卒業後、昭和57年芦屋市に入庁。行政経営担当課長、総務部参事、上下水道部長、
会計管理者等を務め退職。在職中から、自治体の債権管理、財務に関する執筆に携わり、地方自治研究
機構ほか、岐阜県、大分県など、約300以上の自治体での研修実績がある。

タタイイムムススケケジジュューールル

講講師師

日 程：令和7年9月25日(木)～9月26日(金)

：東北自治総合研修センター

受付時間：午前９時２０分～９時５０分

推薦図書
定員数：６０人

調整中場 所

○ 回収困難な債権管理手続と債権放棄・免除 　税金等の公債権とは違い、自力執行権がな

く、滞納処分により強制徴収することができな

い地方公共団体の債権にかかる法制度の理解を

深めます。また、時効や不納欠損などの手続に

ついての考え方を学び、実務遂行能力の向上を

図ります。

　水道料金、公営住宅使用料、奨学金、学校給

食費、災害援護資金貸付金等の徴収の実務経験

のある職員にお勧めです。

○ 債権の消滅時効と時効の援用に関する諸問題

○ 破産・民事再生手続への対応

○ 不納欠損処理の考え方

○ 債権管理条例

対対象象・・日日程程等等

対象者：市町村長等の推薦、希望職員

○ 公債権と私債権の区分 その他
○ 債権管理に関する法令

調整中
○ 民法改正の概要と自治体業務への影響

研研修修PPRR○ 法的手続による債権回収

内内容容 準準備備物物

私債権管理・回収 【青田 悟朗】  特にありません。

　私債権の管理・回収に関する知識を必要とする職員を対象に、基礎的知識の習得と実務遂行能力の

向上を図ります。

令和７年度　専門研修　実務研修

～　私債権の管理・回収の知識や考え方を身につける　～

目目的的

私債権管理・回収研修

・単に債権の勉強をするだけではなく、講師が話したように社会との関わりや、普段の生活の中で債権に興味を持ち考え

てみようと思った。今回の資料や演習問題を何度も読み返し、知識として債権回収に役立たせたい。

・受講にあたり、前提となる基礎知識も必要と感じた。事前に自主学習として参考図書を読むなどすべきだったと反省し

ている。

・実務経験の短い自分にとっては難しく感じた。
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Ⅱ

研修の中で適宜ご紹介し ま す。

事前質問を 受け付けま す。


